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Ⅴ．特記事項 

1．中・高教員の部活指導に関する社会課題解決に貢献「部活動の地域移行推進事業」  

本学では、行政や自治体と連携した部活動の地域移行推進事業に取り組んでおり、令和

8(2026)年までに「学生による部活動の指導プログラム」を確立し、滋賀県内の中学校・高

校、計 10校に対して本学の学生を派遣する計画を立てている。このプログラムを用いた学

生による部活指導の事業展開によって、文部科学省が推進する「部活動の地域移行」の受

け皿となり、指導者不足の社会課題解決に貢献することを目指している。 

また、本学の併設校である大阪成蹊大学下の組織「スポーツイノベーション研究所」で

は、令和 3(2021)年度から経済産業省が実施する「未来のブカツ」実証事業の採択を受け

ており、同研究所とも連携しながら、実現にむけた計画を立ててきた。この計画に基づき、

本学が連携協定を結んでいる京都市教育委員会と協議を重ね、同市内中学校の部活動に対

する指導学生の派遣を、令和 4(2022)年度から着手した。 

1年目は、令和 4(2022)年 11月～12月の 2ヵ月間実施し、京都市内 8つの中学校に対し

て、合計 32名の学生を派遣した。そこでは、サッカー・陸上・バスケットボール・バレー

ボール・軟式野球の部活指導を行い、合計 217 名の生徒に対して、それぞれの競技を専門

とする学生が、本学教員による事前指導や中間報告会を受けながら指導にあたった。 

1年目の結果では、多くの対象校から好評をいただき、2年目となる令和 5(2023)年度か

らは、校数・部活数のさらなる拡大と期間の延長を予定しており、引き続き、京都市並び

にスポーツイノベーション研究所と連携の上で本事業を推進していく。また、本学の所在

地である大津市や滋賀県内の複数自治体とも協議を進めており、各自治体のニーズに合わ

せた事業モデルを模索し、積極的な事業展開を推し進める計画である。 

 

2．豊かな自然環境を活かして未来を育む「アウトドアスポーツセンター」  

アウトドアスポーツセンターとは、令和 5(2023)年度に設立させた野外スポーツ教育に

関する事業を担う学内組織である。野外教育に関する高度資格を持つ専門スタッフを配置

しており、日本一の湖である琵琶湖と雄大な比良山系の山々に囲まれた立地を最大限に利

用し、その環境下で展開する様々なアウトドアスポーツ活動を通じた人材育成や社会貢献

を目的としている。そのうえで、現代のアウトドアスポーツに対する様々なニーズ（教育・

健康・レクリエーション・競技）に柔軟に対応し、人々が豊かで充実した生活を送るため

のサポートを行っている。 

主な事業内容には、大学施設である「野性の森」での ASE活動が挙げられる。そこでは、

小学生年代から高齢者、スポーツチームや学校のクラス単位、一般企業の社員に至るまで、

幅広い利用者を対象とするチームビルディングに関する研修を行なっている。 

自然環境の中に身を置き、グループに与えられた課題に対して知恵を出し合い、協力し

ながら解決に向かうプロセスでの学びは、仲間とのコミュニケーションを深め、他人を思

いやる心や自分の状態を知るといった「情動知能」を向上させ、その後のチームワークや

組織力を強化させることができる。さらには、IT 化の進む現代社会の中で、最も重要とさ

れる人間関係構築のためのヒントや気づきを、実体験を通して得ることができる。 

本学では、自然の中で人が成長することの重要性は、今後の現代社会においてより高ま

ると考えており、そのためにも、本センターが果たす役割はとても大きなものである。 


